
提

出

者

平

岡

秀

夫

平
成
十
三
年
二
月
十
六
日
提
出

質

問

第

二

五

号

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
違
反
し
た
国
費
の
支
出
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
違
反
し
た
国
費
の
支
出
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
次
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
内
閣
官
房
報
償
費
」
に
よ
っ
て
、
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費

に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
旅
費
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
金
額
を
超
え
た
旅
費
が
「
国
費
」
か
ら

支
出
さ
れ
て
い
る
。

旅
費
法
は
、
第
一
条
で
「
こ
の
法
律
は
、
公
務
の
た
め
旅
行
す
る
国
家
公
務
員
等
に
対
し
支
給
す
る
旅
費
に
関
し
諸
般
の
基

準
を
定
め
、
…
国
費
の
適
正
な
支
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
及
び
同
条
第
二
項
で
「
国
が
職
員
及
び
職
員
以
外
の
者

に
対
し
支
給
す
る
旅
費
に
関
し
て
は
、
他
の
法
律
に
特
別
の
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
外
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。
」
と
し
て
い
る
。

旅
費
法
の
定
め
る
本
来
の
手
続
き
で
は
、
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
旅
費
が
大
蔵
大
臣
（
当
時
）
に
協

議
し
て
定
め
る
旅
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
と
考
え
る
が
、
当
時
は
、
そ
う
し
た
協
議
も
行
わ
れ
て

い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
旅
費
法
の
規
定
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
金
額
を
超
え
た
旅
費
が
、
た
と
え
報
償
費
と
い
う
予
算
項
目
に

お
い
て
支
給
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
旅
費
法
の
規
定
に
違
反
し
た
国
費
の
支
出
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如

一



何
。右

質
問
す
る
。

二


